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　７月14日㈪、向ヶ丘保育園では待ちに待っ
たプール開きが行われました。くもり空の

中、少し寒そうにプールに入った園児たちで

したが、太陽が顔を出すとともに笑顔もいっ

ぱい。いよいよ夏本番、大好きなプールで元

気いっぱい遊んでくださいね。

場所：向ヶ丘保育園

夏本番！みんなでプール
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海
・
山
・
川
に
囲
ま
れ
、
自
然
の
恵

み
に
あ
ふ
れ
た
食
の
ま
ち
「
村
上
」
。
こ

の
地
で
と
れ
る
お
米
は
、
岩
船
米
と
し

て
魚
沼
産
な
ど
と
並
ん
だ
ブ
ラ
ン
ド
米

で
す
。ま
た
、全
国
肉
用
牛
枝
肉
共
励
会

日
本
一
に
輝
い
た
村
上
牛
を
は
じ
め
、

村
上
茶
、
朝
日
豚
な
ど
特
産
品
は
多
品

目
に
渡
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
水
産
物
の
中
で
は
「
鮭
」

が
と
り
わ
け
有
名
で
す
が
、
他
の
水
産

物
は
、
古
く
か
ら
お
い
し
く
食
さ
れ
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
食
材
の

魅
力
が
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
し
た
。

　
今
回
は
、そ
の
水
産
物
に
注
目
し
、消

費
拡
大
や
商
品
開
発
な
ど
に
よ
り
、
そ

の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
昨
年
結
成

さ
れ
た「
越
後
む
ら
か
み
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ（
風

土
）
プ
ラ
イ
ド
食
の
モ
デ
ル
地
域
構
築

計
画
協
議
会
」の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

特
集む

ら
か
み
の
風
土
が
生
ん
だ
水
産
物
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■
協
議
会
の
設
立

　

「
村
上
の
お
い
し
い
食
を
も
っ
と
知
っ
て
食

べ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
が
募
っ
て
こ
の
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
に「
越
後
む
ら
か
み
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ（
風

土
）
プ
ラ
イ
ド
食
の
モ
デ
ル
地
域
構
築
計
画
協

議
会
」（
以
下
「
同
協
議
会
」）
を
設
立
し
、
ま

ず
は
、
水
産
物
を
中
心
に
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
新
潟
県
漁
業
協
同
組

合
岩
船
港
・
山
北
各
支
所
、
村
上
市
料
理
業
組

合
、（
公
財
）
イ
ヨ
ボ
ヤ
の
里
開
発
公
社
、
村

上
商
工
会
議
所
、

村
上
市
観
光
協

会
、
行
政
な
ど

の
食
と
観
光
に

携
わ
る
団
体
の

ほ
か
、
料
理
研

究
家
の
木
村
正ま

さ

晃あ
き

氏
、
新
潟
県

漁
村
女
性
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
丸

山
チ
カ
子
氏
な

ど
、
14
の
個
人
と
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

○
ま
ず
は
、現
状
分
析
か
ら

　

村
上
地
域
の
水
産
物
に
つ
い
て
、
総
合
的
な

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
を
実
施
。
そ
の
結
果
、

市
内
に
お
い
て
地
元
で
獲
れ
る
魚
の
認
知
度
が

そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
こ
と
、
新
潟
市
で
は
、
鮭

以
外
の
村
上
で
獲
れ
る
魚
に
関
す
る
認
知
度
が

極
端
に
低
い
こ
と
が
わ
か
り
、
地
元
消
費
者
の

意
識
向
上
と
市
外
に
向
け
た
情
報
発
信
の
必
要

性
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、市
内
の
魚
介
類
の
販
売
員
か
ら
は「
地

域
の
魅
力
や
地
場
の
魚
を
う
ま
く
説
明
で
き
な

い
」
と
い
う
声
が
上
が
り
、
地
元
の
魚
や
地
域

の
魅
力
を
学
び
、
適
切
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な

取
り
組
み
も
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

○
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に

　

そ
こ
で
、
多
く
の
人
に
地
元
の
水
産
物
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
、

の
ぼ
り
旗
を
作
成
。
ま
た
、
観
光
客
に
接
す
る

飲
食
・
観
光
業
者
が
、
魅
力
的
に
地
元
の
魚
を

紹
介
で
き
る
よ
う
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
制
作
し

て
知
識
提
供
や
意
識
啓
発
も
行
っ
て
い
ま
す
。

○
講
座
な
ど
を
開
催

　

今
年
１
月
に
は
、
地
元
の
料
理
人
や
加
工
業

者
を
対
象
に
、「
地
魚
料
理
講
座
」
や
「
食
文

化
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
世
界
的
に
活
躍

中
の
奥
田
政
行
シ
ェ
フ
（
旧
山
北
町
育
ち
）
を

講
師
に
招
き
、
地
元
の
水
産
物
を
使
用
し
た
新

た
な
切
り
口
か
ら
の
レ
シ
ピ
や
、
村
上
で
獲
れ

た
魚
の
お
い
し
さ
な
ど
に
つ
い
て
の
講
義
を
受

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
手
漁
師
と
料
理
人
に
よ
る
座
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
新
た
な
つ
な
が
り

が
築
か
れ
、
村
上
の
食
の
魅
力

が
若
者
の
手
に
よ
り
、
今
後
さ

ら
に
開
花
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

村
上
は
誇
れ
る
食
材
の
宝
庫

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
魚
が
好
き
で
、
県
庁

の
水
産
課
に
入
庁
し
た
の
が
平
成
９
年
。

仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
全
国
各
地
の
魚

を
食
し
て
き
ま
し
た
が
、
同
じ
魚
で
も
獲

れ
る
地
域
に
よ
り
味
が
異
な
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
特
に
村
上
の
水
産
物
は
ど
れ
も

風
味
が
良
く
、
誇
れ
る
食
材
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
お
い
し
い
水
産
物
の
供
給

に
欠
か
せ
な
い
人
材
育
成
の
サ
ポ
ー
ト
に

も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
地
域
ぐ
る

み
で
漁
業
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
育
成
を

行
っ
た
結
果
、
岩
船
港
の
板
び
き
網
漁
業

で
は
約
６
年
ぶ
り
と
な
る
新
規
就
業
者
が

経
営
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

村
上
は
魚
を
は
じ
め
、
岩
船
米
、
村
上

牛
、
村
上
茶
な
ど
「
食
」
に
関
す
る
魅
力

が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
た
地
域
で
す
。
観
光

業
な
ど
他
の
業
種
の
人
々
と
も
連
携
し
て
、

も
っ
と
全
国
の
皆
さ
ん
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
村
上
の
食
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

新潟県農林水産部水産課

野
の

瀬
せ

　哲
さとし

　主査

奥田政行シェフの地魚料理講座の様子
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三面川 荒川
岩
船
港

桑
川
漁
港

笹川流れ

寝
屋
漁
港

府
屋
漁
港

中
浜
漁
港

脇
川
漁
港

■
知
っ
て
ほ
し
い

○
地
域
資
源

　

村
上
市
は
、
新
潟
県
の
最
北
に
位
置
し
、
海
・

山
・
川
、
温
泉
、
豊
か
な
食
と
伝
統
文
化
な
ど
、

多
く
の
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
と
四
季
折
々
の
気
候
風

土
に
よ
り
、
鮭
文
化
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
食
文
化
が
根
付
い
て
い
ま
す
。

○
村
上
の
海
の
特
徴

　

沿
岸
海
域
の
特
徴
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
信

濃
川
、
阿
賀
野
川
、
荒
川
な
ど
の
大
き
な
河
川

が
も
た
ら
し
て
く
れ
た
広
大
で
肥
沃
な
「
砂
泥

域
」
と
呼
ば
れ
る
海
底
が
広
が
っ
て
い
て
い
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
こ
の
海
域
が
ノ
ド
グ

ロ
や
ヒ
ラ
メ
な
ど
の
稚
魚
が
育
つ
環
境
を
作
り

出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
な
だ
ら
か
な
砂
泥
域
が

あ
る
こ
と
で
、
日
本
海
側
で
は
新
潟
県
だ
け
、

板
び
き
網
漁
業
（
図
１
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、陸
か
ら
50
海
里
（
約
93
㎞
）
沖
合
に
は
、

「
佐
渡
北
方
礁
」と
い
う
海
底
の
山
脈
が
連
な
っ

て
お
り
、
イ
カ
な
ど
が
多
く
集
ま
る
優
良
な
漁

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
多
彩
な
魚
と
漁
業

　

こ
の
地
域
に
は
、
県
下
有
数
の
水
揚
げ
を
誇

る
岩
船
港
や
寝
屋
漁
港
な
ど
の
漁
港
が
あ
り
ま

す
。
春
に
は
、
サ
ク
ラ
マ
ス
、
タ
イ
、
初
夏
に

は
ス
ル
メ
イ
カ
、
ヒ
ラ
メ
、
夏
は
、
ア
マ
ダ
イ
、

ノ
ド
グ
ロ
、
秋
は
ヤ
ナ
ギ
ガ
レ
イ
、
ア
オ
リ
イ

カ
、
冬
は
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
マ
ダ
ラ
、
ア
ン
コ
ウ
、

ヤ
リ
イ
カ
な
ど
、
四
季
折
々
多
彩

な
魚
種
が
、
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
イ
ワ
ガ
キ
や
ア
ワ
ビ

な
ど
の
貝
類
、
モ
ズ
ク
や
岩
ノ
リ

な
ど
の
海
藻
類
の
水
揚
げ
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
多
彩
な
魚
種
に
合
わ
せ
漁
の
方
法
も
多

様
で
す
。
板
び
き
網
、
底
び
き
網
、
定
置
網
、

イ
カ
釣
り
が
主
力
漁
業
で
す
が
、
刺
網
、
採
貝
、

採
藻
、
は
え
縄
、
ご
ち
漁
な
ど
も
営
ま
れ
て
い

ま
す
。

●板びき網漁業
　�船で網をひくやり方で、ロープにつけられた開口板という鉄板が水の
抵抗を受け網の口が広がり、海底にいる多くの魚を獲ることができる
方法です。この漁法は、水深が50〜120ｍぐらいで、底びき網よりも浅
い位置にいる魚（ヒラメやヤナギガレイ、マガレイなど）が獲れます。

【図１】

開口板

イカを使用した簡単おすすめ料理

イカのアヒージョ
いまが旬

！ アヒージョはスペイン語で「ニンニク風味」を表わす言葉です。オリーブオイルとニン
ニクで煮込んだ南スペインの代表的な小皿料理（タパス）の一種で、カスエラという耐
熱の陶器で、熱したオリーブオイルごと提供されます。

【材料】（２人分）

イカ　１尾

マッシュルーム　６個

ニンニク　３片

オリーブオイル　150㎖
アンチョビ　２枚

乾燥バジル　適宜

【作り方】

１．�イカの胴と足に分けて内蔵を取り一口大に切り、マッ
シュルームとニンニクは半分に切る。

２．�鍋にイカ、マッシュルーム、ニンニク、オリーブオイ
ル、アンチョビを入れて中火で煮る。

３．�イカに火が通ったら出来上がり、仕上げに乾燥バジル
を振りかける。

【ワンポイント】　イカが固くなってしまうので、あまり煮過ぎないのがポイントです。
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■
こ
れ
か
ら
の
取
組
み

○
認
証
制
度
の
導
入

　

同
協
議
会
で
は
、
村

上
で
獲
れ
る
水
産
物
へ

の
認
証
制
度
の
導
入
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
こ

の
認
証
制
度
に
は
、
江

戸
時
代
の
村
上
藩
士
「
青

砥
武
平
治
」
を
ロ
ゴ
マ
ー

ク
に
起
用
し
て
、
認
証

制
度
に
当
て
は
ま
る
水
産
物
に
つ
い
て
、
随
時

ロ
ゴ
マ
ー
ク
シ
ー
ル
を
貼
付
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

「
ブ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
と
、
高
級
バ
ッ
グ
や

靴
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
四
季
折
々
の

美
味
し
い
食
材
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
食
の
宝

庫
で
あ
る
村
上
地
域
そ
の
も
の
を「
ブ
ラ
ン
ド
」

と
と
ら
え
、
水
産
物
へ
の
認
証
を
起
点
に
「
村

上
」
の
地
域
価
値
を
高
め
て
地
域
活
性
化
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
そ
し
て
世
界
へ

　

同
協
議
会

の
活
動
は
水

産
物
に
よ
る

地
域
活
性
化

を
図
り
、
持

続
可
能
な
漁

業
の
推
進
と
、

観
光
客
の
増

加
、

交

流

人
口
の
拡
大
、

そ
し
て
漁
業
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
へ

波
及
す
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
の
先
は
、
世
界
を
見
据
え
て
い
ま

す
。
世
界
で
初
め
て
鮭
の
自
然
ふ
化
増
殖
を
実

践
し
た
青
砥
武
平
治
の
偉
業
に
感
銘
。
青
砥
武

平
治
な
く
し
て
こ
の
地
域
の
食
文
化
の
発
展
は

な
か
っ
た
と
考
え
、『
和
食
；
日
本
人
の
伝
統

的
な
食
文
化
』
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
、
日
本
の
食
文
化
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
き
た
今
こ
そ
、
世
界
に
「
村
上
」
を

発
信
し
て
い
き
た
い
と
意
気
込
む
同
協
議
会
で

す
。

　

村
上
の
地
域
全
体
が
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
（
風
土
）
プ

ラ
イ
ド
（
誇
れ
る
食
で
地
域
が
元
気
に
な
る
）

と
な
る
よ
う
同
協
議
会
の
取
り
組
み
に
賛
同
し

て
い
た
だ
け
る
人
の
輪
が
広
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

越
後
む
ら
か
み
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
（
風
土
）
プ
ラ
イ

ド
食
の
モ
デ
ル
地
域
構
築
計
画
協
議
会

http://w
w
w
.fith.niigata.jp/

　

県
内
有
数
の
水
揚
げ
を
誇
る
寝
屋
漁
港
の

若
手
漁
師
さ
ん
に
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

○
漁
師
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
、

　

親
や
祖
父
が
、
漁
師
で
そ
の
背
中
を
見
て

き
た
か
ら
。
本
間
さ
ん
は
一
度
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
に
な
っ
た
が
、
や
は
り
漁
師
の
魅
力
に
惹

か
れ
地
元
に
戻
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

○
寝
屋
漁
港
の
魅
力
は

　

（
全
員
一
致
で
）
多
彩
な
魚
介
類
が
豊
富

に
獲
れ
る
こ
と
で
す
。

○�

漁
師
に
な
っ
て
つ
ら
か
っ
た
こ

と
は

　

冬
の
操
業
で
、
目
線
の
高
さ
よ
り
も
高
い

波
と
寒
さ
。

○
漁
師
の
魅
力
は

　

頑
張
っ
て
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
収
入
に
直
結

す
る
。
夜
中
か
ら
の
出
航
な
ど
大
変
だ
が
、

そ
の
分
休
み
が
多
い
と
こ
ろ
。

○
最
後
に
一
言

　

地
元
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
魚

が
獲
れ
ま
す
。

食
べ
て
み
る
と

絶
対
に
お
い
し

い
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
魚
の
お

い
し
さ
を
知
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

地
元
若
手
漁
師
に
聞
く

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

魚
に
つ
い
て
語
る
時
の
４
人
の
目
は
輝
い

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
元
気
で
楽

し
く
面
白
い
、
力
み
な
ぎ
る
地
元
の
若
手
に

い
い
刺
激
を
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。

おいし
い地魚を食べてね

①出身集落　②漁船名　③おすすめの地元魚介類と食べ方

佐
さ

藤
とう

優
ゆう

紀
き

さん
①伊呉野

②光勢丸

③�「ズワイガニ」を味
噌でゆでる

富
と

樫
がし

魁
かい

斗
と

さん
①寝屋

②長栄丸

③�「ノロ（幻魚）」のお
吸い物

富
と

樫
がし

修
しゅう

平
へい

さん
①寝屋

②宝重丸

③�「アワビ」のバター
焼き

本
ほん

間
ま

喜
よし

昭
あき

さん
①鵜泊

②昭和丸

③「もずく」の味噌汁

青砥武平治をイメージ
して作成

認証制度ロゴマーク
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８
月
31
日
㈰
午
前
８
時

市
民
み
ん
な
で

　
　

防
災
訓
練

　
市
で
は
、災
害
に
備
え
、市
内
一
斉
の
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
自
分
の
身
を
守
り
、地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、み
ん
な
で
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

●
訓
練
は
自
主
防
災
会（
町
内
・
集
落
）ご
と
に
行
い
ま
す
。

●�

参
加
方
法
や
時
間
、避
難
場
所
な
ど
は
、各
自
主
防
災
会

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

昨年は、

１万2367人の市民
が参加しました。

●問い合わせ
　総務課総務・
　　危機管理室
　☎53−2111
　　（内線316）

　

災
害
時
に
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め

に
は
、
発
災
直
後
の
近
隣
住
民
同
士
の
助
け
合

い
が
不
可
欠
で
す
。
災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く

る
た
め
、
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
地
震
・
津
波
発
生
の
放
送
に
加
え
、

近
年
増
加
し
て
い
る
風
水
害
に
伴
う
「
避
難
準

備
情
報
」「
避
難
勧
告
」「
避
難
指
示
」
を
防
災

行
政
無
線
や
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー

ル
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
関
係
機
関
が
集
ま
る
総
合
防
災

訓
練
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
津
波
・
土
砂
災
害
・

洪
水
な
ど
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
で

発
生
し
そ
う
な
災
害
を
想
定
し
、
訓
練
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

地
震
・
津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
行
う

場
合
は
午
前
８
時
、
風
水
害
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
を
行
う
場
合
は
午
前
８
時
20
分
に
訓
練
を

開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

○
主
な
訓
練
内
容

・
情
報
収
集
・
伝
達
訓
練

・
初
期
消
火
訓
練

・
避
難
訓
練

・
給
食
・
給
水
訓
練

・
水
防
訓
練
（
土
の
う
積
み
訓
練
）

※
自
主
防
災
会
に
よ
っ
て
訓
練
内
容
が
異
な
り

ま
す

　

防
災
の
日
に
先
立
ち
、
８
月
31
日
㈰
、

午
前
８
時
か
ら
市
内
一
斉
に
防
災
訓
練
を

行
い
ま
す
。

放送（行政無線）・メール（緊急速報メール）の時間と内容

自分の身を守る行動

「要配慮者」の避難を開始、
その他の人は避難準備

避難開始

高い場所への避難

※大津波警報解除の放送は行いません

７：50　事前告知【放送】

８：00　緊急地震速報【放送】

８：20　避難準備情報【放送・メール】

８：40　避難勧告【放送・メール】

９：00　避難指示【放送・メール】

９：30　避難指示解除【放送・メール】

８：03　大津波警報【放送】

地
震
・
津
波
を

想
定
し
た
訓
練

風
水
害
を
想
定
し
た
訓
練

※�緊急地震速報・大津波警報は全市に、避難準備情報
以降は該当地区のみ放送となります
※メールは全市に配信されます
※�「要配慮者」とは、災害時に自ら避難することが困難
な人の総称です

昨年の訓練の様子

総務・危機管理室　中嶋
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●
一
人
ひ
と
り
が
、
災
害
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、

家
族
・
地
域
・
職
場
で
対
応
を
話
し
合
い
、

準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
近
所
に
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
、

ひ
と
り
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
人
が
い

る
場
合
は
、
声
か
け
や
介
助
な
ど
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
避
難
場
所
へ
の
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

●
土
砂
災
害

　

土
砂
災
害
は
、
大
雨

な
ど
に
よ
っ
て
地
盤
が

ゆ
る
み
、
地
面
の
抵
抗

力
が
弱
ま
る
こ
と
が
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

村
上
市
で
は
山
を
背
負
っ
た
地
域
の
多
く
が

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
対
象
地
域
に
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配
布
し

て
い
ま
す
）

　

集
中
豪
雨
や
雨
が
長
く
降
り
続
い
て
い
る
時

は
、
早
め
の
避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

●
洪
水
災
害

　

洪
水
は
、
水
位
状
況
な
ど
の
情
報
に
注
意
し

て
い
れ
ば
あ
る
程
度
予
測
が
で
き
る
災
害
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
小
河
川
や
用
水
路
な
ど

は
、
狭
い
範
囲
に
急
激
に
雨
が
降
っ
た
場
合
で

も
氾
濫
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
避
難
勧
告
・

指
示
が
出
て
い
な
く
て
も
、
危
険
を
感
じ
た
と

き
は
す
ぐ
に
自
主
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

水
深
が
ひ
ざ
下
ま
で
で
あ
れ
ば
、
自
分
で
歩

い
て
避
難
場
所
へ
向
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
ひ
ざ

よ
り
上
の
高
さ
な
ら
、
無
理
を
せ
ず
自
宅
の
２

階
な
ど
高
い
場
所
で
待
機
し
て
救
助
を
求
め
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
興
味
本

位
で
河
川
の
様
子

を

見

に

行

く

と
、

強
風
や
水
の
流
れ

に
足
を
と
ら
れ
て

転
落
す
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、

増
水
し
た
川
に
は

近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
地
震
と
津
波

　

地
震
で
亡
く
な
っ
た
人
の
大
部
分
は
、
家
屋
の

倒
壊
や
家
具
の
転
倒
に
よ
る
圧
死
や
窒
息
死
に

よ
る
も
の
で
す
。
建
築
物
の
耐
震
性
の
確
保
、
高

い
所
に
重
い
物
を
置
か
な
い
、
家
具
を
固
定
す
る

な
ど
安
全
な
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
津
波
に
つ
い
て
は
、
早
め
の
避
難
を

徹
底
す
る
こ
と
で
被
害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
地
震
が
起
き
た
ら
す
ぐ
に
海
岸
や
河
口

か
ら
離
れ
、
高
台
な
ど
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

津
波
は
繰
り
返
し
襲
っ
て
く
る
の
で
、
津
波
警

報
・
注
意
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
、
沿
岸
部
に

は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

防
災
行
政
無

線
で
津
波
に
関

す
る
情
報
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

防
災
情
報
を
得
る
た
め
に
む
ら
か
み
防

災
ね
っ
と
に
登
録
し
ま
し
ょ
う

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
防
災
、
防
犯
、
消

防
の
情
報
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
登

録
無
料
、
受
信
費
用
は
自
己
負
担
）

　

左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

http://w
w
w
.city.m

urakam
i.lg.jp/m

obile/

m
ailm
aga/

緊急速報メールとは

　気象庁の発表する緊急地震速報や国・市などが発表す

る災害・避難情報を特定エリアの携帯電話に一斉配信す

る携帯電話会社のサービスです。（ドコモのサービスでは

「緊急速報エリアメール」が該当します。）

緊急速報メールの受信について

・�緊急速報メール機能を有する
機種でも、緊急速報メールの受

信設定がオフの場合やタイミ

ングにより受信できない場合

があります。

・�緊急速報メールを受信すると、
携帯電話等の設定によっては、

マナーモード中でも着信音が

鳴ります。

・�不都合のある人は、「該当時間
（午前８時20分～９時30分）に電源のオフ」または、「緊
急速報メールを受信しても音を出さないようにする設

定」をお願いします。

災
害
か
ら
身
を
守
る

訓
練
に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト

緊急速報
【訓練】避難勧告
避難勧告を発令します。
………………………
………………………

今年は緊急速報メールが発信されます!!
注目
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●
医
療
費
の
推
移

　

市
の
国
保
医
療
費
は
、
こ
こ
数
年
約
60
億
円

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
国
保
の
年

間
被
保
険
者
数
は
、【
表
１
】
の
と
お
り
平
成

20
年
度
に
１
万
９
４
４
４
人
で
し
た
が
、
平
成

国
民
健
康
保
険
か
ら
医
療
費
の
現
状
を
み
る

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
支
援
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
６
３
）

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
地
域
の
保
険
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
市
町
村
が
運
営
し
、

加
入
者
の
皆
さ
ん
の
相
互
扶
助
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
市
の
国
保
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

25
年
度
に
は
１
万
７
１
７
１
人
と
５
年
間
に
２

千
人
以
上
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
被
保

険
者
の
１
人
あ
た
り
の
費
用
額
は
、
平
成
20
年

度
の
30
万
９
５
１
円
か
ら
平
成
25
年
度
に
は
35

万
１
３
９
円
と
な
り
年
々
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。

●
疾
病
別
医
療
費
の
状
況

　

下
の
【
表
２
】
は
、
市
の
疾
病
別
医
療
費
の

状
況
で
、
入
院
と
入
院
外
を
あ
わ
せ
た
医
療
費

の
総
合
計
で
す
。
医
療
費
の
上
位
を
占
め
る
も

の
は
、
統
合
失
調
症
（
精
神
疾
患
）、
歯
の
疾
患
、

高
血
圧
性
疾
患
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
腎

不
全
は
件
数
は
少
な
い
も
の
の
医
療
費
が
高
額

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
人
工
透
析
が
要
因
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
市
の
平
成
24
年
の
人
工
透
析
患

者
は
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
割
合
で
は
県
内

で
４
番
目
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
人
工
透
析

の
原
因
の
約
半
数
を
糖
尿
病
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

統
合
失
調
症
に
関
し
て
は
、
長
期
入
院
の
人

が
多
い
た
め
医

療
費
が
高
額
に

な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
現
状
が

あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
歯
の
疾
患
や
高
血
圧
性
疾
患
な
ど
は
、

市
の
特
定
健
診
の
受
診
や
日
常
生
活
を
見
直
す

こ
と
で
、
予
防
や
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
今
後
の
予
防
対
策
が
必
要
で
す
。

●
年
齢
階
層
別
の
県
と
の
比
較

　

【
表
３
】
は
、
年
齢
階
層
別
の
１
人
当
た
り

の
医
療
費
の
市
と
県
平
均
の
比
較
で
す
。
年
齢

が
高
く
な
る
に
従
い
、
医
療
費
は
高
く
な
り
、

特
に
45
歳
か
ら
54
歳
、
60
歳
か
ら
64
歳
が
、
県

平
均
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

20,000
19,000
18,000
17,000
16,000
人　

360,000
340,000
320,000
300,000
280,000
260,000
　　円

１人当たりの費用額（円） 年間被保数（人）

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
20
年
度

600

500

400

300

200

100

0
百万円 歯

の
疾
患

高
血
圧
性

疾

　患

糖
尿
病

腎
不
全

統
　合

失
調
症

平成24年
平成25年

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0
円 50

〜
54
歳

45
〜
49
歳

40
〜
44
歳

55
〜
59
歳

60
〜
64
歳

65
〜
69
歳

村上市
県平均

【表１】年度別被保険者数と費用額の推移

【表２】疾病別医療費の状況（入院・入院外）

	 【表３】年齢階層別の１人当たりの医療費	 （平成24年）
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●
市
の
医
療
費
の
傾
向

　

村
上
市
の
特
徴
は
、
県
平
均
と
比
べ
て
、
高

血
圧
で
受
診
す
る
人
の
割
合
が
高
い
こ
と
で
す
。

特
に
、
50
代
で
は
、
年
間
の
受
診
件
数
が
２
４

０
０
件
で
す
が
、
国
保
に
加
入
す
る
人
が
多
い

60
代
で
は
１
万
５
６
０
０
件
と
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
の
特
定
健
診
で
も
、
高
血
圧

と
指
摘
さ
れ
る
人
の
割
合
は
、
受
診
者
の
約

60
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

　

こ
の
よ
う
な
実
態
を
受
け
、
市
で
は
毎
年

健
診
会
場
で
食
生
活
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
60
代
70
代
と
年

齢
が
高
く
な
る
に
従
っ
て
、
味
噌
汁
を
一
日
２

〜
３
杯
飲
む
人
の
割
合
が
高
く
な
り
、
漬
物
も

毎
食
食
べ
る
人
の
割
合
も
高
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
一
日
の
塩
分
摂
取
量
は
、
男
性
は
９
グ
ラ

ム
、
女
性
は
７
・
５
ｇ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
塩
分
過
多
の
生
活
の
人
が
多
い
状
況

で
す
。

　

ま
た
、
飲
酒
の
習
慣
に
つ
い
て
も
、
男
性
は

２
人
に
ひ
と
り
、
女
性
は
20
人
に
ひ
と
り
、
毎

日
飲
酒
を
し
て
い
ま
す
。
特
に
２
合
以
上
の
飲

酒
の
割
合
が
男
性
で
は
５
人
に
ひ
と
り
で
、
県

平
均
よ
り
高
い
状
況
で
す
。

●
高
血
圧
が
ひ
き
お
こ
す
こ
と

　

高
血
圧
の
状
態
が
続
く
と
、
血
管
が
傷
つ
き
、

命
に
か
か
わ
る
疾
病
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
血

管
を
守
り
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
、
腎
臓
病
を

防
ぐ
た
め
に
、
生
活
習
慣
を
変
え
て
高
血
圧

を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

　

今

年

度
、

市
で
は
次
の

と
お
り
３
回

コ
ー
ス
で
高

血
圧
予
防
教

室
を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

高血圧予防教室　会場・マナボーテ村上
①９月９日㈫　午後１時～３時

　　管理栄養士による減塩食のお話と試食（無料）

②10月１日㈬　午前10時～正午

　　薬剤師による血圧の薬のお話（無料）

③平成27年３月４日㈬　午前10時～正午

　　減塩弁当の食事会（参加費500円）

「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
」

「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
交
付
申
請
に
つ
い
て

　

入
院
や
外
来
で
自
己
負
担
限
度
額
以
上
の
高
額
な
医
療
費
が
か
か
る
場
合
に
は
、

事
前
に
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」の
交
付
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

認
定
証
を
医
療
機
関
な
ど
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、同
一
月
・
同
一
医
療
機
関

な
ど
で
の
支
払
い
を
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
留
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、柔
道
整
復
、は
り
、き
ゅ
う
、あ
ん
ま
、マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
は
対
象
外
で
す
。

※
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
は
、年
齢
・
世
帯
の
所
得
区
分
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す

申
請
方
法

【
70
歳
未
満
の
人
】

　

入
院
な
ど
の
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
70
歳
以
上
の
人
】

　

住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
場
合
の
み
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
税
課
税
世
帯
の
人
は
、
医
療
機
関
に

国
民
健
康
保
険
証
兼
高
齢
受
給
者
証
を
提
示

す
る
だ
け
で
、
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支

払
い
と
な
り
ま
す
の
で
認
定
証
の
申
請
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証　

・
印
鑑

認
定
証
の
更
新

　

認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
毎
年
７
月
31
日

で
す
。
現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
で
、
８
月

１
日
以
降
も
必
要
な
人
は
、
更
新
が
必
要
で

す
の
で
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

保
健
医
療
課
国
保
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
５
２
〜
２
５
４
）

申
請
を
さ
れ
た
月
の
１
日
か
ら

有
効
の
認
定
証
を
発
行
し
ま

す
。
８
月
に
限
度
額
の
適
用
を

受
け
た
い
人
は
、
８
月
中
に
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

国保室　東
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児童扶養手当などの支給・助成をしています
児童扶養手当 特別児童扶養手当

ひとり親家庭等の医療費助成

　身体または精神に一定の障がいがある児童を養育

している人に、児童の福祉の増進を図る目的で支給

される手当です。

◆支給対象者

　身体または精神に一定の障害のある20歳未満の児
童を養育している父母、または父母に代わってその

児童を養育している人

※該当していても、児童が障がいを理由に公的年金

を受けられる場合や、児童福祉施設などに入所して

いる場合は手当を受けられません。また、本人または

同居の扶養義務者に一定以上の所得がある場合は、

手当の支給が停止されます

支給月額（児童１人につき）
１級 49,900円
２級 33,230円

※平成26年８月１日現在の支給月額です

　ひとり親家庭などの生活の安定と自立をすすめる

ため、ひとり親家庭等の父や母、児童（18歳に達する
日以後の最初の３月31日までの間の児童、障がいの
ある児童は20歳未満）などの医療費の一部が助成さ
れます。

◆助成対象者

①�母子家庭、父子家庭の母または父およびその家庭
の児童

②�父または母に一定の障がいがある家庭の児童およ
びその父または母

③�父母が死亡または①、②に該当する児童で、父母に
養育されない児童とその児童を養育する人

※�所得制限などにより、対象にならない場合があり
ます。詳しくはお問い合わせください

●問い合わせ　福祉課　☎53−2111
　　　　　　　児童扶養手当・ひとり親家庭等の医療費助成→子育て支援室（内線243、246）
　　　　　　　特別児童扶養手当→福祉政策室（内線247）

現況届・所得状況届・更新申請書の
提出はお早めに

　８月は「児童扶養手当現況届」「特別児童扶養手

当所得状況届」を提出する月です。提出をしない

と、資格があっても８月以降の手当が受けられな

くなります。

　また、ひとり親家庭等の医療費助成を受けてい

る人は、「更新申請書」を提出してください。

福祉政策室　豊田

８月５日㈫・７日㈭・
12日㈫は、現況届・更
新申請の受付時間を午後

７時まで延長しますので

ご利用ください。（特別児

童扶養手当は除きます）

※�支所は７日のみ行います

　父母の離婚などにより、父または母と生計を別に

している児童の健やかな成長を願い、児童の家庭の

生計安定と自立の促進のために支給される手当で

す。

◆支給対象者

　次のいずれかに該当する児童（18歳に達する日以
後の最初の３月31日までの間の児童、障がいがある
児童は20歳未満）を養育している父または母や、父ま
たは母に代わって養育している人。

①父母が離婚した児童

②父または母が死亡した児童

③父または母に一定の障がいがある児童

④父または母の生死が明らかでない児童

⑤�父または母から引き続き１年以上遺棄されている
児童

⑥�父または母が裁判所からのDV保護命令を受けた児
童

⑦�父または母が法令により引き続き１年以上拘禁さ
れている児童

⑧母が婚姻によらないで出産した児童

⑨棄児などで出生の事情が明らかでない児童

※�該当していても、障害年金や遺族年金などの公的
年金を受ける場合、児童福祉施設などに入所して

いる場合などは、手当を受けることができないこ

とがあります。また、本人または同居の扶養義務者

に一定以上の所得がある場合は、手当の一部また

は全額の支給が停止されます

支給月額
対象児童数 手当額
１人 41,020円～ 9,680円
２人 46,020円～14,680円

３人以上 児童１人増すごとに3,000円加算した額
※平成26年８月１日現在の支給月額です
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○見守り、声かけのポイント

認知症の人と家族が地域で安心して暮らせるために

包括支援センターだより

●問い合わせ　介護高齢課地域包括支援センター　☎53−2111（内線365）

　最近、認知症が原因で行方不明になるニュースが多

く聞かれるようになりました。

　認知症の症状に現在の年月や時刻、場所が正しく認

識できなくなってくる「見
けん

当
とう

識
しき

障害」があります。進行

すると近所で道に迷ったり、昼夜問わず遠くまで出か

けてしまったりすることがあります。家族の人は、もし

もの時に備え、ご本人の氏名や連絡先を衣服や靴、持ち

物などに記入するようにしましょう。発見時の身元確

認に役立ち、早期の帰宅につながります。

●本人に声をかけるときは、正面から本人の目を見て、笑顔でゆっくりと

　（後ろから声をかけると、驚いて混乱させてしまう場合があります）

●声をかけた後は、返事をせかさない（考えて返事をするまでの時間がかかります）

●自尊心を傷つけない・・頭ごなしに否定したり、強制したりはしない

●身元が分からない場合は、最寄りの警察署や地域包括支援センターへ連絡する

ご近所同士でのさりげ
ない見守りや声かけを
お願いします

と　き　［村上］　８月20日㈬
　　　　午後１時30分～３時30分
ところ　村上市役所　相談室
対象者　市内在住の介護者
参加費　無料
申込み　�開催日の３日前までにご連絡ください。

介護者のつどい

特別障害者・障害児福祉手当について
　これらの手当は、在宅の障がい者や障がい児に支給するもので、受給するには申請が必要です。身体障害者

手帳や療育手帳などが無くても申請できますが、障がいの状態によっては支給対象とならない場合がありま

す。

特別障害者手当 障害児福祉手当

受給できる人
　20歳以上で、精神または身体に著し
い重度の障がいがあり、日常生活で常
時特別の介護を必要とする人

　20歳未満で、精神または身体に著し
い重度の障がいがあり、日常生活で常
時介護を必要とする児童

支　給　額 月額　26,000円 月額　14,140円
支　給　月 ２月・５月・８月・11月

申請に必要なもの

・特別障害者手当認定請求書
・所得状況届・同意書
・医師の診断書（指定様式）
・世帯全員の住民票
・年金などの証書
・前年の年金などの金額がわかるもの
・本人名義の預金通帳

・障害児福祉手当認定請求書
・所得状況届・同意書
・医師の診断書（指定様式）
・世帯全員の住民票
・本人名義の預金通帳

所得制限
　受給者もしくはその配偶者、またはその扶養義務者の前年の所得が一定以上
の場合、その年の８月から翌年の７月までの間は支給停止となります。

受給資格がなくなるとき
施設に入所したとき
病院または診療所に継続して３か月を
超えて入院したとき

施設に入所したとき

●問い合わせ　福祉課福祉政策室　☎53−2111（内線245）または各支所地域振興課地域福祉室

社会福祉士　八幡
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◆�

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
や
慣
習
な
ど
の

見
直
し

　

�「
男
性
家
事
講
座
」
な
ど
を
実
施
。「
パ
パ
マ
マ
応
援

教
室
」
で
は
、
参
加
者
の
約
８
割
が
夫
婦
で
の
参
加
。

︿
今
後
の
改
善
点
﹀

　

事
業
の
中
で
、
男
性
同
士
の
交
流
の
機
会
を
工
夫
す
る
。

◆�

あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
防
止
に
向
け
て
の
啓
発

の
推
進

　

�

セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
状
況
に
応
じ
た
相
談
窓
口

を
設
置
。

︿
今
後
の
改
善
点
﹀

　

窓
口
の
周
知
・
Ｐ
Ｒ
が
必
要
。

◆�

政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性
参
画
の

推
進

　

�

各
種
審
議
会
で
女
性
登
用
に
努
め
た
。

︿
今
後
の
改
善
点
﹀

　

�

引
き
続
き
、
女
性
の
登
用
に
努
め
、
女
性
の
活
躍
を

紹
介
す
る
。

◆�

働
く
場
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

事
業
者
向
け
の
広
報
誌
を
通
じ
、
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

︿
今
後
の
改
善
点
﹀

　

ハ
ッ
ピ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
へ
の
登
録
を
募
集
、
啓

発
す
る
。

◆�

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
意
識
の
醸

成

　

企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
ほ
か
、
広
報
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

︿
今
後
の
改
善
点
﹀

　

知
識
や
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
に
取
り
組

む
。

　

村
上
市
は
、平
成
24
年
11
月
に「
第

１
次
村
上
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」

を
策
定
し
、
市
と
市
民
が
男
女
共
同

参
画
社
会
に
向
け
て
取
り
組
む
姿
勢

や
方
向
性
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
平
成
25
年
度

の
施
策
や
事
業
の
実
施
状
況
を
ま
と

め
ま
し
た
。
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
、
施
策
に
お
け
る
改
善
点
を

検
討
し
確
認
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
村
上
市
男
女
共
同

参
画
進
捗
状
況
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

女性の相談窓口
■市の窓口　☎53−2111

　○人権などに関する相談

　　市民課生活人権室（内線286）

　○ドメスティックバイオレンスに関する相談

　　福祉課福祉政策室（内線244）

　○健康に関する不安

　　保健医療課健康支援室（内線262、263）

　○高齢者への虐待、悩み

　　介護高齢課地域包括支援センター

� （内線365、366）

■関係機関の相談窓口

　○心配ごと相談

　　社会福祉協議会� ☎53−2111（内線126、128）

　○深刻な悩みごと

　　いのちの電話　村上　☎53−4343

　○女性の悩み、配偶者等からの暴力など

　　新潟県女性福祉相談所� ☎025−381−1111

　　女性の人権ホットライン�☎0570−070−810

　○性に関する差別的なことについて

　　新潟県男女平等推進相談室

� ☎025−285−6605

※�相談内容により、専門の窓口へ紹介するこ
とがあります

男女共同参画社会とは
仕事、家庭、地域生活などが、自ら
の希望に沿った形で展開でき、男
女が意欲に応じて活躍できる社会

私
生
き
る

ら
し
く

●問い合わせ　政策推進課企画政策室

　☎53−2111（内線531）

村上市男女共同参画社会計画 男
も
女
も
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　計量器（はかり）の検査を受けましょう
　今年は、計量法で義務付けられている取引や証明に使用する計量器（はかり）の定期検査の年です。

　下記の日程で検査を実施しますので、忘れずに受検してください。

※�対象となる計量器を持っている人には、新潟県計量
協会から検査日の１週間ほど前に通知書（ハガキ）

が届きます。通知書には、検査日時や会場が記載さ

れていますので確認してください。また検査を受け

る際は、通知書を忘れずに持参してください

●問い合わせ　商工観光課商工振興係☎53−2111（内線353）

新たに検査を希望する

計量器をお持ちの人は、

担当までお問い合せく

ださい

検査実施の区域 検　査　日 受　付　時　間 検査会場

山　

北　

地　

域

八幡地区
８月

　25日㈪
午後１時～３時30分 新潟漁業協同組合山北支所

下海府地区 26日㈫
午前９時～11時30分 寒川生活改善センター

午後１時～３時30分 桑川水産物荷捌所

八幡地区 27日㈬
午前９時～11時30分

新潟漁業協同組合山北支所
午後１時～３時30分

大川谷、中俣、

黒川俣地区
28日㈭

午前９時～11時30分
さんぽく会館

午後１時～３時30分

朝日地域�全域 29日㈮
午前９時～11時30分

朝日総合体育館
午後１時～２時30分

村　

上　

地　

域

村上地区
９月

　１日㈪
午後１時～３時30分 村上体育館

瀬波地区

上海府地区
２日㈫

午前９時～11時30分
勤労青少年ホーム

午後１時～３時30分

村上地区 ３日㈬
午前９時～11時30分

村上体育館

午後１時～３時30分

村上地区

山辺里地区
４日㈭

午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

村上地区 ５日㈮
午前９時～11時30分

午後１時～２時30分

村上地区 ８日㈪ 午後１時～３時30分

岩船地区 ９日㈫
午前９時～11時30分

岩船コミュニティセンター
午後１時～３時30分

神林地域�全域 10日㈬
午前９時～11時30分

神林農村環境改善センター
午後１時～３時30分

荒川地域�全域 11日㈭
午前９時～11時30分

荒川支所
午後１時～３時30分

商工振興係　大滝
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シニア健康づくり教室

　おおむね60歳以上のための健康づ
くり教室です。村上体育館、岩船中学校

体育館、勤労青少年ホームの３会場で

月３回行っています。

　転倒予防体操や仲間づくりのレクリエーションなど、毎

回楽しく運動しています。

　現在は、およそ200人が参加しています。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
紹
介
②

こ
ん
に
ち
は
ウ
ェ
ル
ネ
ス
む
ら
か
み
で
す

ウェルネスむらかみのミッション　〜　使　命　〜

　今年で創立９年目。〈健康・スポーツ・文化〉の３つを柱とした『元気なひとづく

り、元気なまちづくり』をミッションにさまざまな教室を開催しています。

　現在、スタッフは10人、うち健康運動指導士が３人在籍し、子どものうんどうあそ
びや大人のヨガ教室、シニアの健康づくりなど、27の教室を開催しています。
　運動やスポーツ以外にも、料理教室や手芸教室なども行っており、仲間づくりや

生きがいづくりの場にもなっています。

　どの教室やイベントも、参加者の素敵な笑顔があふれ、楽しい時間・空間となって

います。

＜こんなことやってます＞
newスポーツde婚活
いきいき健康づくり教室

シニア健康づくり教室

介護予防教室（25町内・集落）
ヨガ教室（午前・夜）

健康太極拳教室

託児付き　フィットネスタイム

さわやかエアロビック

トレッキング・登山ツアー

ゴルフ教室　／　健康ウオーキング

フリースポーツ／ハッピークッキング

男料理教室／手芸教室

小中学生　鮭っ子クラブ（12種目）
小学生うんどうあそび

エンジョイスポーツ教室

村上地区小学校体育支援

グラウンド・ゴルフ大会

バレーボール大会　　など

指定管理業務（村上地区体育施設11施設）

NPO法人総合型スポーツクラブ

ウェルネスむらかみ
村上体育館内

☎52−6311
ホームページ　http://www.w-murakami.com/

元気のヒント、見つけに来ませんか？

これからも、村上の元気を応援していきます

四日市のみなさん

　シニアの教室には10年く
らい参加しています。仲間づ

くりができ、友達が増えて楽

しいです。

　ここに来るために、生活の

中で段取りをつけるようにな

り、メリハリができました。

エンジョイスポーツ教室

トレッキング・登山ツアー

ヨガ教室

本気玉入れ大会

シニア健康づくり教室
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講演会のお知らせ

　村上市の海岸部は風資源に恵まれており、

洋上風力発電の適地と言われています。

　このたび、洋上風力発電に対する理解を深

めていただく場として、講演会を開催します。

と　き　９月７日㈰

　　　　午後７時～８時30分

　　　　※開場午後６時30分～

ところ　教育情報センター　視聴覚ホール

講　師　安田　公昭　氏（名古屋大学教授）

主　催　岩船沖洋上風力発電に関する研究会

その他　申し込みは不要です。直接会場へお越しください

風の物語 〜洋上風力と地域振興を考える〜

●問い合わせ

　環境課新エネルギー推進室

　☎53−2111（内線275）

第７回村上市美術展覧会作品募集
期　　間　11月１日㈯～３日（月・祝）
と こ ろ　村上体育館　２階　アリーナ

部　　門　日本画、洋画・版画、彫塑・工芸、書道、写真

応募資格　満15歳以上の人（ただし中学生は除きます）
　　　　　※市外の人も出品可能です

出品料金　各部門１点につき1,000円、各部門３点以内（ただし高校生は、無料）

審 査 員　坪谷　幸作　氏（日本画）　秋山　光　氏（洋画・版画）　本間　秀昭　氏（彫塑・工芸）

　　　　　今井　昭友　氏（書道）　　弓納持　福夫　氏（写真）

表　　彰　�各部門とも原則として市展賞１人、新潟日報美術振興賞１人、村上市美術協会長賞１人、奨励
賞若干名を表彰します。

そ の 他　�開催要項および出品申込書類は、マナボーテ村上および各地区公民館の窓口に備えてありま
す。また、市ホームページからもダウンロードできます。

作品受付手順

　　　　⑴�開催要項を確認の上、必要事項を記入した出品申込書などを10月１日㈬～10月16日㈭に生涯
学習課社会教育推進室へ提出してください。（期間内必着、郵送でも受け付けます）

　　　　⑵�上記で手続きした作品を、10月25日㈯　午後３時～６時に、村上体育館２階アリーナの受付
会場へ出品料を添えて搬入してください。なお、作品の裏面に右上に出品票が張り付けてある

か、ヒートン・つりひもが付けてあるかを確認してください。

　　　　　※期日までに出品申込書を提出していない作品は、搬入時には受け付けできません

●問い合わせ　〒958−0854　田端町４番１号（マナボーテ村上内）
　　　　　　　生涯学習課社会教育推進室（☎53−2446）
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　このコーナーは、市内の協働の取り

組みや話題・活動などを紹介します

大
自
然
の
魅
力
を
感
じ
ま
し
た

６
月
28
日
㈯　

三
面
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

身
近
な
森
に
学
ぶ

６
月
19
日
㈭　

朝
日
み
ど
り
小
学
校

　

地
域
の
雄
大
な
自
然
を
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
せ
な
い
か
と
、

朝
日
連
峰
登
山
道
の
三
面
口
か

ら
三
面
避
難
小
屋
ま
で
山
歩
き

を
行
い
ま
し
た
。
自
然
環
境
保

護
員
の
指
導
の
も
と
、
枯
れ
た

ナ
ラ
の
木
の
マ
ー
キ
ン
グ
や
支し

障
し
ょ
う

木ぼ

く

の
処
理
、
ま
た
小
屋
の
清

掃
と
草
刈
り
に
汗
を
流
し
ま
し

た
。
お
昼
に
は
そ
の
場
で
採
っ

た
ミ
ズ
の
味
噌
汁
で
昼
食
を
と

り
、
参
加
者
か
ら
は
そ
の
先
に

連
な
る
大
朝
日
岳
や
以
東
岳
ま

で
の
稜

り
ょ
う

線せ

ん

を
歩
い
て
み
た
い
と

の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

４
年
生
の
総
合
学
習
で
学
校
周

辺
の
樹
木
の
名
前
を
調
べ
ま
し
た
。

朝
日
み
ど
り
小
学
校
に
は
１
０
０

種
類
も
の
木
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

講
師
の
佐
藤
巧
さ
ん
に
木
の
役
割

や
名
前
の
由
来
、
見
分
け
方
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

50
種
類
の
名
前
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
２
学
期
に
は
、
地
域
の

方
々
と
一
緒
に
名
札
を
付
け
る
予

定
で
す
。「
も
っ
と
木
の
勉
強
が
し

た
い
。」「
小
学
校
の
木
を
大
切
に

し
た
い
。」
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
の

言
葉
か
ら
、
身
近
な
地
域
を
知
る

こ
と
が
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
や
愛

着
に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ピアノとチェロの音色に魅了
６月27日㈮　神納東小学校

ヒラメ稚魚の放流
６月24日㈫　岩船海水浴場

　地元山屋区在住の新潟県立大学の石井玲子准教授と
チェロ演奏者のウィリアム・プランクルさんが来校さ
れ、ピアノとチェロのデュオ・リサイタルが開かれま
した。この日は、全校児童が鑑賞し、本物の音色を体
験しました。約１時間集中して聞き入り、とても感動
した様子でした。

　岩船小学校の３、４年生と岩船保育園の年長組の子ど
もたちが、ヒラメの稚魚を放流しました。この稚魚放流は、
新潟漁業協同組合岩船港支所の協力により昭和60年頃か
ら毎年行っているものです。小さいながらもすでにヒラメ
の形をしてるかわいい稚魚は、子どもたちの手によって大
海原へ旅立ちました。
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２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
涼
味

７
月
13
日
㈰　

大
毎
集
落

　

国
の
平
成
の
名
水
百
選
に
選

定
さ
れ
て
い
る
「
吉
祥
清
水
」

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お

う
と
平
成
20
年
に
始
ま
っ
た

「
お
お
ご
と
名
水
ま
つ
り
」。
当

日
は
、
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く

の
天
候
の
中
、
約
６
０
０
人

の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

メ
ー
ン
は
、
地
元
住
民
70
人
が

２
日
か
け
て
、
40
本
の
竹
を
つ

な
ぎ
あ
わ
せ
作
っ
た
２
０
０
ｍ

の
大
そ
う
め
ん
流
し
。
参
加
者

は
楽
し
み
な
が
ら
涼
味
を
堪
能

し
ま
し
た
。

30年の伝統太鼓で海の安全祈願
７月６日㈯　寝屋漁港

ラベンダーの香りに包まれて…
７月５日㈯　旧荒島保育園

「第29回荒川地区交通安全 
ゲートボール大会」開催
７月２日㈬　あらかわ総合運動公園ゲートボール場

　国の名勝天然記念物・「笹川流れ」に夏の訪れを告
げる海開きが「海の縁日」として開催され、漁船パレー
ドや活魚のつかみどり、よさこいソーランなどのさま
ざまな催しが行われました。
　海の安全を祈願してオープニングで演奏した日本国
太鼓。今年は節目となる30周年を迎える中、後継とな
る小学生の演奏も加えられ会場全体を盛り上げました。
また、今秋には「日本国太鼓30周年記念イベント」の
開催を予定し、地域の伝統として活動が続けられてい
ます。

　あらかわ地区まちづくり協議会（事業部会）が、運
動公園で育てたラベンダーを収穫し、クラフト作り体
験会を開催しました。
　当日は、日頃から作業に協力してくれている地域サ
ポーター約20人が参加し、自ら収穫してきたラベン
ダーを使ってバスケット作りに挑戦。会場には収穫し
たての爽やかなラベンダーの香りが広がっていました。

　和やかなムードの中で行われた始球式とは一転、
試合では参加９チームによる熱戦が繰り広げられま
した。結果は以下のとおりです。
・優勝─金屋Ａ　　・２位─春木山
・３位─大津　　　・４位─海老江
　優勝した金屋Ａチームは、９月17日に新発田市で
開催される阿賀北ブロック大会に出場します。

市内の出来事をブログ形式で市ホームページで掲載中 村上市　　広報日記 検�索

ウェブで検索して

みてね
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図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

【中央図書館新着図書】

◆沙羅沙羅越え（風
か ぜ の

野真
ま ち お

知雄）

◆まるまるの毬
いが

（西
さいじょう

條奈
な か

加）

◆おれたちの故
ふるさと

郷（佐
さ が わ

川光
みつはる

晴）

◆胡蝶殺し（近
こんどう

藤史
ふ み え

恵）

◆やや暴力的に（石
いしはら

原慎
しんたろう

太郎）

◆女の子は、明日も。（飛
あ す か い

鳥井千
ち さ

砂）

◆すべての神様の十月（小
しょうじゆきや

路幸也）

◆96歳のらくらく家事暦（吉
よしざわ

沢久
ひ さ こ

子）

◆フライパンでできるホットサンドと

　フレンチトースト100レシピ（鈴
す ず き

木理
り え こ

恵子）　

◆育てて楽しむ手のひら園芸（榛
はいばら

原昭
あ き や

矢）

◆これで25メートル泳げる!

　子どもに水泳を教える本（長
は せ

谷優
ゆう

）

○おばけ、がっこうへいく（ジャック・デュケノワ）

○ルルとララのコットンのマカロン(あんびるやすこ)

○童謡えほん（萩
はぎわら

原昌
まさよし

好）

○でんせつでんがらでんえもん（かこさとし）

○黒魔女さんが通る!!part17（石
いしざき

崎洋
ひ ろ し

司）

◆中央図書館８月の休館日◆
月曜日　　４日、11日、18日、25日
第２金曜日（館内整理日）　　８日
※中央図書館の開館時間
　　火曜～金曜　　午前９時から午後７時まで
　　土・日・祝日　　午前９時から午後５時まで◆…一般書　○…児童書

市民憲章唱和文　はぐくもう　愛と思いやりのこころを　　つくろう　創意に満ちた明るい未来を

　　　　　　　　ひろげよう　伝統と文化　学びのすばらしさを　私たちは元気あふれるまちを目指します

　

以
前
に
お
伝
え
し
た
と
お
り
、
市
民
憲
章
の
短
い
文
章
の
中
に
伝
え

た
い
こ
と
を
す
べ
て
盛
り
込
ん
で
い
く
に
は
限
界
が
あ
り
、
盛
り
込
む

ほ
ど
に
唱
和
し
に
く
い
文
章
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
祖
先
や
村
上
市

の
礎
を
築
い
て
き
た
人
々
へ
の
尊
敬
や
感
謝
の
思
い
に
つ
い
て
も
、
ど

の
よ
う
に
表
現
す
る
の
か
が
難
題
で
し
た
。

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
村
上
市
は
、
全
国
的
に
も
広
大
な
面
積
で
あ
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
行
事
や
文
化
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
文
化
は
、
厳
し
い
自
然
環
境
や
人
々
の
生
活
か
ら

生
ま
れ
、
知
恵
や
技
と
な
っ
て
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
村
上
市
が
あ
る
の
は
、
こ
の
地
に
暮
ら
し
、
発
展
さ
せ
て
き

た
人
々
が
い
る
か
ら
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。
時
に
は

自
然
災
害
な
ど
の
困
難
に

直
面
し
な
が
ら
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
て
き
た
苦
労
の

歴
史
の
上
に
私
た
ち
は
生

き
て
い
ま
す
。
市
民
憲
章

に
は
、こ
う
し
た
人
々
（
先

人
）
へ
の
敬
意
と
感
謝
を

「
村
上
市
民
で
あ
る
こ
と

に
誇
り
を
持
つ
」
と
い
う

短
い
言
葉
に
込
め
な
が
ら

表
現
し
ま
し
た
。
市
民
憲

章
で
表
現
で
き
る
言
葉
は

わ
ず
か
で
す
が
、
そ
の
中

に
は
と
て
も
大
き
な
思
い

が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ち
を
築
い
て
き
た
人
々
へ

尊
敬
と
感
謝
を
こ
め
て

《デイジー図書》あります！
　中央図書館では視覚障害などの理由で、本をそのま

ま読むことが困難な人へ、デイジー図書と録音図書

CD再生専用機「プレクストーク」の貸し出しを行って
います。

　《デイジー図書》とは、頭出しが可能なCD図書で、録
音図書CD再生専用機や専用ソフトが入っているパソ
コンで聞くことができます。

　デイジー図書とプレスクトークの利用には一定の

条件と申し込みが必要です。詳しくは、中央図書館へ

お問い合わせください。

◎《デイジー図書》の主なラインナップ

　あさのあつこ、横山秀夫、宮尾登美子、宮部みゆき、

佐藤雅美、重松清、石田衣良などがあります。

　作品については中央図書館へお問い合わせくさい。

（市の図書館のHPにも掲載されています。）

●問い合わせ　政策推進課企画政策室

　　　　　　　☎53−2111（内線531）市民憲章に思いを込めて
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）� 届出人� 町内会名または住所 氏名（ふりがな）� 届出人� 町内会名または住所

●おくやみ
氏名� 年齢� 町内会名または住所 氏名� 年齢� 町内会名または住所 氏名� 年齢� 町内会名または住所

※６月11日から７月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています

人口31,158人（△13）　33,851人（△16）　�計65,009人（△29）　    23,028世帯（3）

村上地区

稲　葉　クマヨ	 100	 山辺里
　野　クミ子	 88	 吉浦
伊與部　善　吉	 87	 二之町
伊与部　憲　久	 70	 瀬波中町
岡 田 亀 治	 91	 大関
貝　沼　奈美子	 54	 若葉町
山　縣　カヅコ	 98	 二之町
板　垣　ハルノ	 92	 石原
本 間 正 晃	 54	 二之町
山 口 和 雄	 78	 山辺里
小 池 ト ヨ	 94	 赤沢
長 　 　 悦	 83	 大月
井 上 和 博	 65	 馬下
栗 林 君 子	 63	 八日市
加 藤 俊 司	 54	 山居町一丁目
布　施　富士子	 57	 南町一丁目
細 野 三 男	 80	 山居町一丁目
内 山 泰 之	 43	 八日市
佐　藤　フミ子	 85	 柏尾
金 子 容 子	 56	 塩町
小 武 フ ミ	 91	 瀬波温泉二丁目

村上地区

木乃葉（このは）	 粟 野 義 規	 山辺里
愛純（えるな）	 田 村 俊 司	 大欠
玖音（くおん）	 稲 垣 　 拓	 羽黒町
夏凛（かりん）	 佐　藤　龍太郎	 瀬波温泉一丁目
大河（たいが）	 木 村 智 行	 三之町
優奈（ゆうな）	 須 貝 崇 史	 八日市
博臣（ひろおみ）	 外 山 博 務	 大欠
晴聖（はるあき）	 柳 川 正 晴	 杉原

荒川地区

莉緒奈（りおな）	 佐 藤 翔 太	 荒島
セリーナ	 ブラック		トラビス	 大津
陽士（はると）	 鈴 木 芳 紀	 坂町

結恵（ゆえ）	 長谷部　幸　大	 大津
梨央菜（りおな）	 近 藤 大 輔	 坂町
夏凪（なぎさ）	 渡 辺 　 直	 下鍜冶屋
莉沙（りさ）	 松 田 康 司	 坂町

神林地区

菫（すみれ）	 田 村 　 謙	 平林
一花（いちか）	 大 矢 知 広	 春木山
永翔（ながと）	 島 田 雄 一	 牧目
渓太（けいた）	 杉 上 元 太	 葛籠山

山北地区

向夢梨（ひまり）	 富 樫 修 平	 寝屋

朝日地区

中 山 市 雄	 68	 大須戸
菅　原　知惠子	 73	 蒲萄
板 垣 フ ク	 80	 高根
藤 原 マ サ	 89	 小川
小 田 尊 雄	 91	 上中島
大 滝 　 猛	 69	 宮ノ下
太 田 セ ツ	 88	 檜原
佐 藤 あ い	 89	 塩野町
髙 田 チ イ	 87	 小川
小 川 キ ノ	 93	 関口
小　田　賢一郎	 74	 塩野町

山北地区

冨 樫 　 伯	 80	 府屋本町
平　方　サカエ	 91	 中浜
佐 藤 綾 子	 86	 小俣
富 樫 勝	 94	 上大鳥
大 滝 一 男	 92	 北中

荒川地区

小 島 ヨ シ	 86	 春木山
渡 邊 利 之	 75	 荒川松山
内 山 一 郎	 77	 大津
小 柳 久 一	 83	 坂町
鈴　木　ひろみ	 53	 上鍜冶屋
松 村 春 江	 92	 坂町
飛 鳥 　 久	 81	 山口
遠 山 堅 吉	 86	 金屋
石 井 ハ ル	 92	 荒屋

神林地区

奈良橋　末太郎	 96	 塩谷
中 村 ス ミ	 87	 上助渕

人口と世帯数（6月1日現在）	
（　　）内は前月比
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編集後記
u今号の特集では、鮭以外の地元水産物に
スポットを当てる取り組みを紹介していま

す。スーパーマーケットなどでもいろんな

種類の魚を見かけるのですが、調理方法や

処理が分からず、ついつい定番のものばか

りカゴに。せっかくなので掲載されたレシ

ピから新しいものに挑戦してみたいと思い

ます。この時期ならではの地元のおいしい

食べ物で暑い夏を乗り切りましょう！と○

むらかみ情報ねっと
メールでいつでもどこでも情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.lg.jp/
mobile/mailmaga/
右のQRコードで読み取る
だけで簡単アクセス

わが家

宝

の

　彩依は食べる事が大好きな女の子で、離乳食を始めた時から

何でもパクパク食べてくれ、ママは大助かりでした。

　最近は高い所がお気に入りで、すぐにテーブルの上や階段に

登ってしまいます。

　これからもケガに気を付け、蒼兄ちゃんと仲良く元気に遊ん

でね。

富
樫　

雅
彦
さ
ん
（
父
）〔
鵜
泊
〕

　
　
　

香
里
さ
ん
（
母
）

　
　
　

蒼そ
う

く
ん
（
３
歳
８
か
月
）

　
　
　

彩さ

依え

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

【特集】
　命の大切さと心の絆を深める取組み

【記事】

　・「成人式」ベストショット！

　・下水道の日ＰＲ

]otnk]otnk ワンモアショット！

おしゃぎりが山辺里橋を渡る〜村上大祭〜
７月７日㈪　村上地区

　県無形民俗文化財に指定されている伝統の村上大祭が開

催されました。今年は、平成になって初めておしゃぎり３台

（写真は長井町のおしゃぎり）が、山辺里橋を渡りました。

その珍しい光景をカメラにおさめようと多勢の人たちが、

シャッターを切っていました。

次号予告9月1日号

今回は、山北地区です

▼本物のモデルのようなポーズを
とってくれた「ももちゃん」とても
素敵でした。▼「ゆうせいくん」大き
くなったら正義の味方になって市
民を守ってくださいね。

　今月号から始まった「市民キッズ
モデル」紙面を和ませてくれたの
は、山辺里保育園に通う年長のこの
ふたり！

今月の 市民キッズモデル

ももちゃん

ゆうせいくん

【すきな食べもの】
　みかん
【おとなになったら】
　おはなやさん

【すきな食べもの】
　りんご
【おとなになったら】
　トッキュウジャー


